
〈中学校 外 国語(英 語)部 会 〉

研究主題

「書 くこ と」 の表 現 の能力 を高 め る指導 方法 の工夫 ・改善

研究 の概要

「書 くこ と」の表 現 の能力 を高 める、 「書 くこ と」 の領 域 と他 の領域 との 関連

を図 った指 導 の工夫や 家庭 学習 とその指 導 の在 り方 にっいて研 究 開発 を行 う。

工 研 究 の 目的

学 習指導 要領 で は、 「書 くこ と」 の 目標 と して、 「英 語 で書 く こ とに慣 れ 親 しみ、初歩 的

な英 語 を用 いて 自分の 考 え な どを書 くことが で き るよ うにす る」を挙 げ てい る。この こ とは、

実 際 に言 葉 を使 用 して コ ミュニケー シ ョン を図 るこ とを重視 す る観 点 か ら、与 え られ た語 や

文 を書 き写す だ けでな く、 自分の 考 えな どを書 くことが 重要 であ る こ とを意 味 してい る。

しか し、平 成16年2Aに 行 われ た都教 育委 員会 の 「児童 ・生 徒 の学 力 向上 を図るための

調 査 」 では 、 「書 くこ と」 の表現 の 能力 につ い ては 、おお むね 良 好 とは言 え ない とい う結 果

で あ った。

これ らの状 況 を改善 す るた めに、 学習指導 要 領 の 「基準性 」 を踏 ま えて、 学習指導要領 に

明示 され た 「書 くこ と」 の 目標 の実 現に資す る計画的 ・継続 的な 指導 の 工夫や 生徒の習熟 の

程 度 に基 づい た 、個に応 じた指導 の在 り方 にっ いて研 究 を行 う。

皿 研 究 の 方 法

1「 書 くこと」 の領域 と他 の領域 との 関連 を図 った 指導 を工夫す る。

言 語 活動 の指 導 をす る に当た り、 「書 くこ と」 の指 導事 項のみ を取 り上 げ るの では な く、

他 の領 域 の指 導事 項 と組 み合 わせ る ことに よ り、 日常生 活 にお け る 自然 な コ ミュニケー シ ョ

ンの 揚面 に近 い状況 を設 定 し、生徒 に 目的 意識 をもたせ て 「書 く こ と」 に取 り組 ませ る。

○ 「書 く こと」 と 「聞 くこ と」 との 言語 活動 を関連 させ た指 導 く事 例1・H>

○ 「書 く こと」 と 「読 む こ と」 との 言語 活動 を関連 させ た指 導 く事 例 皿 〉

2「 書 くこ と」 の表現の 能 力を高 め る家庭 学習 とそ の指 導 を工 夫 す る。

家庭 学 習 の 内容 を、授 業 で学習 した 単語 、 語句、文 型 等 を繰 り返 し活 用 で きる もの とし.

既 習事 項 の定 着 を図 る とと もに、自分 の考 えを表現 でき る よ うにす る。ま た、授 業にお いて、

家 庭 学習 の 内容 にっいて 指導す る こ とによ り、生徒が書 いた様 々な 表現 を全 体 で生か した り、

誤 答 を分析 し適切 に フィー ドバ ックす る指 導 を行 う。

O日 記 を通 した家庭 学習 の指 導 く事 例IV>

O自 己 表現 ノー トを活用 した家庭 学習 の 指導 く箏 例V>

Oチ ャ ン クを重視 した家庭 学習 の指 導 く事例VI>
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皿 研究の内容

〈事例1「 書 くこと」 と 「聞 くこと」 との言語 活動 を関連 させた 指導(1)〉

1活 動名WriteTo...

2活 動のね らい

ス ピー チや 講演 等、 音 声 と して得 た情報 に対 して 自分 の気 持 ちや 考 え を英 語 で表 現す る能

力 の育成 を図 る。 英語 で ま とま った意 見や感想 を書 くまでの段階 的な指 導 を工夫 す る ととも

に、絵や 写真 等の視 覚情 報 も取 り入れ 、 聞 くこ とに対す る抵抗感 を和 らげ る工夫 を行 う。

3指 導計画例(第2学 年)

時期 段 階 教師の指導 生徒 の活動

4月 ～5月 S工EP1 感情表現を提示 感情表現 を口頭練習す る。

6月 ～7月 STEP2 簡単な英文 を読 む。 感情表現 を口頭練習する。

9月 ～

10月

STEP3

絵 ・写真 とともに

簡単な英文 を読 む。

感情 表現 を口頭練習する。

STEP4 適切 な感情表現 をワークシー トの選択肢 よ り選ぶ。

STEP5 適切 な感情表現を書 く。

11月 ～

2月

STEP6 聞いた英文の一部 を用いて適 切な感 情表現 を交 えて

英文 を書 く。

3月 STEP7 聞いた英文の一部 を用いて適切 な感 情表現 とともに

英文 を書 き、相手への質問 を加 える。

※各STEPの 活動 は教科 書 の各 課 の終了 時に授業 の初 め の ユ5分 程 度 を用 いて行 う。

4指 導 内容 ・方法

(1)STEPlの 活 動:生 徒 に感 情表 現 を提 示す る。提示 す る感情表 現 は次 の通 り(一 部 抜粋)
・嬉 し さ を 伝 え る … 例)Thatlsgood .Verynice,1'mhappytohearthat.

・驚 き を 伝 え る … 例)Really?Arey。usure?

・思 い や り を 伝 え る … 例)AreyouOK?Takeiteasy ,

・励 ま し を 伝 え る … 例)Don"tfcelsosad .Tryitagain,

・褒 め る … 例)Great!Goodidea .Goodforyou.

(2)STEP2の 活 動:生 徒 は 教 師 の 話 を 聞 き 、 感 想 を 言 うe

例)T:Hello,1,mKosukeKitajima、DidyouwatchtheOlynipicGamesyesterday?Igotagoldmedal.

S:Great!(Goodforyou1etc,)

(3)STEP3の 活 動:生 徒 は 人 物 の 写 真 を 見 て 教 師 の 話 を 聞 き 、 感 想 を 言 う 。

※ 水 泳 選 手 の 写 真 を 見 せ な が らSTEP2の 英 文 を 読 む 。

(4)

(5)

(6)

(7)

STEP4の 活 動:感 情 表 現 を ワー ク シ ー トの選 択 肢 よ り選 ぶ 。

STEP5の 活 動;適 切 な感 情 表 現 を ワー ク シー一トに 書 く。

STEP6の 活 動;聞 い た英 文 の 一 部 を用 い 、 適 切 な感i情 表 現 を 交 え た 英 文 を 書 く。

STEP7の 活 動 に つ い て

①教師 が用意 した英 文 を絵 ・写真 と ともに生徒 に示 す。

例)THello.1'mlchiroIa皿playingbaseballhe爬intheUSA、Ienjoyplaylngbaseball

②生徒 は所定 の ワー クシー トに意見や 感想 を書 く、

曜ガ∫四 〇( )

①

②

③

☆友だちの発表か ら参考になる英文を書 こ う。

キ

①Y。u… で 始 ま る 文 を 書 こ う(相 手 の 行 っ た こ と の 確 認)。 ② 意 見 や 感 想 を 書 こ う 。

③ そ の 人 に 聞 き た い こ と を 書 こ う。

Class2・()No,(}Name( )
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③生 徒 が書 いた英 文 を発 表す る。発 表 した表 現 の うち場 面 に適 切で積 極 的 に使 わせ た い も

の につ いて は生徒 に フィー ドバ ック し、用紙 にメモ を取 らせ る。

④教 師 は生徒 の ワー ク シー トを回収 ・添 削 し、次 の授業 で返却 す る.適 切 な表現 につ いて

は 再度 フィー ドバ ックす る。

〈個 に対す る手だて の例(STEP7の 場合)〉
・十分 満足 で き る → 自分 の意 見や感想 を踏 まえて

、相 手へ の質 問文 を書かせ る。
・お おむ ね満足 で き る→ よ り長 い英 文や感 想 を含 む英 文 を書かせ る。
・努力 を要す る → 聞き取 った 内容 を繰 り返 し書 かせ る

。

<事 例 皿 「書 くこと」 と 「聞 〈こと」 との 言語活動 を関連 させ た指導(2)>

1活 動 名ListeningtoWriting

2活 動 のね らい

蒸本 的 な英文 が定着 してい な けれ ば英 語 での 自己表 現 は難 しい。興 味 を失 いが ちな復 習 を

意欲的 に行 う方法 と してListeningを 取 り入れ 、 聞き取 った基本 的 な英 文 を基 に ま とま りの あ

る英文 が書 ける よ うに し、更 に 自分 の感想 や意兇 を表現 す る力 を付 けて い く工夫 を行 う。

3指 導計 画例(第1学 年後 期か ら第3学 年)

各課 に1回 程度 を 目標 とす る。教科 書 に は直接 関係 の ない 内容 で行 う。1回 の指導 にか け

る時 間はお よそ30分 とす る。 英文 につ いて は、既習 の単 語や文 型 を 中心 に して構成 す る。

4指 導 内容 ・方法

(1)ワ ー クシー ト配布

(2)状 況 設定 説明

そ の 日の活動 の状 況設 定 を ワー クシー トを読み なが ら確 認す る.目 的 を もって書 く こと

に よ り、Dictati。nではな い感 想や 意見 を入れた 自己表 現 がで きる よ うにす る。

(3)Listening

ア 教 師が ま とまった英 文 を2回 読 む。

【ワークシート例の読み上げ英文】 【ワークシート例】

Ms、simon:Whati8yeurnameinJapan?

WhendidyoucometoJapan?

Koktishoryu:Myn¢wn乱meisKokushoryu.

Icamehe爬lastweek,

1臼rrjvedatNaritaonMonday.

M凡simo11:Whatdidyoudoon1'uesday?

K。kush。!W:OnTue8day?Istartedtraining,

0f¢Our8e.Igotupat5:30

andpracticedsum・fbr5h。urs.

Ms.simon:Youpraoti蜘svmeVeryhard,

don「tyou?

K。kush。 ・yu:Iamanewsum。wrestier,I

hk¢SUmo,ICametoJ叩a血to

be乱sttongwreg,tler.

Ms.simon:1脚,Whatdidyoudoon

Wedn¢sday?

Koku$horyu:lplayedJ乱panesθvideogames

lbrthe丘rstオime.

Ms.Simon:Didyouenjoyit?

Kok岨horyu:Yes,Idid.Japan¢s已video

菖am雌ktre呂reat.

KOKUSHO耳YU1

3ldyenrcinss _No、 酌 鵬

!二^一 〆瑠初 甚 謬ど づノ
;鼻 ドXキ ャ7・ターのSimvnが ハ ワイ 出身 のヵ 士に イ ン ター ビュー をし てい 庄 した・
あ なた はそ の キヤ スクー にtOた 弓 も りで4文 以 上 の ニュー ス原稿tt-i虐 な さい.
2文{以 ⊥}け イ ンfビ ュー の 内蒋 か ら、あ との2文 似 上}はKokvslhOi圏 〒Y"の'出 想

学癌 見t'#1昏.li」Lう..

Nh-iウ5'-1モ冊
nnnle.モ の 帖1

」。b

w:iUthedldMondo}'Tuosdioy

Wodnu5d自y

ニ ュ ー ス

オリセン

イListenjng中 、 生 徒 は メ モ を とる。 ワー ク シ ー ト下 部 に は 、W。rdBankが あ り ヒ ン トに

な る 単 語 が 載 っ て い る。
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〈個 に 対 す る 手 だ て の 例 〉

・十 分 満 足 で き る →WordBallk部 分 を 二 つ 折 りに して 隠 してListeningを させ る。

・お お む ね 満 足 で き る → よ く闘 き取 れ な か っ た 場 合 の み 、W。rdBmikを 参 考 に させ る。

・努 力 を 要 す る →W。rdBallkを 参 考 に させ る。

(4)W師1鳩

く個 に 対 す る手 だ て の 例 〉

・十 分 満 足 で き る → 感 想 や 意 見 を増 や す よ う、 自分 の こ と に っ い て 再 度 考 え させ

る よ うに ヒ ン トを 示 す 。

・お お む ね 満 足 で き る → 感 想 や 意 見 を少 し増 や す よ うに ヒン トを 示 す 。
・努 力 を 要 す る → 本 文 の 概 要 や 衰 現 形 式 等 につ い て の ヒ ン トを 示 す 。

(5)

㌧

!

)

ロ
U
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ー
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(

復 習

前時 の活 動で 良くで きた 文を紹介 す る とともに、 間違 いの多 か った事項 を説 明す る。

本時 の ワー ク シー・ト回収

writh19添 削

書 く意欲 に重 点 を置 き、意味 の通 る文が書 けて いれ ば あま り細 か い添 削 は しない.

〈事例 皿 「書 くこ と」 と 「読 む こと」 との言語活 動 を関連 させ た指 導>

1活 動名 メール の返信 文 を書 く。

2活 動の ね らい

メール の返 信 文 を書 くとい う設定 をす るこ とによ り、意欲 的 に 「書 くこ と」 に取 り組 ませ

る と ともに、相 手 の話 題 に合 わせ て返 事 を書 かせ るだ けでな く、 自分 か ら相 手 に新た な話題

を提 示す る こ とが で きる力 を身 に付 け させ る、 また、興味 ・関心 を高 め る共 通 のメール 文を

全体 に提 示す る こ とに よって、全体 へ の フィー ドバ ック を焦点化 して 行 う。

3指 導計 画例(第2学 年)

指導 時数 は月1～2回 程度 、1回 につ き20分 以内 とす る。 当初 は 下記 の独 自課題 を活用

す るこ とで課題 ご とに表 現範 囲 を しぼ って必 要 な言 い 回 しや 表現 の仕 方 を 学習す る。独 自課

題 で は、新 出単語 を極 力 抑 えた英文 とす る。 これ は英 文 を理 解す る時 間的 な須 担 を減 ら し、

書 い て表 現 す るこ とに集 中 させ るた めで ある。 また、教科 書の題材 に関連 した メール課 題 を

併 用す る。 これ に よ り、各課 の 内容 に沿 った継 続 的な指導 をす る こ とが 可能 となる.簡 単な

英 語 で 自分 の気持 ちを表 現 す る練 習 を重 ね 、最 終 的に は教科 書題 材 の感想 等 を数行で 書 ける

よ うにす る。 相 手 に伝 えた い情報や 気持 ちを整 理 して文章化 す る手順 を継 続 して指導す る。

[独 自課 題 例]

・外国か らきた初 めてのメール→返信(自 己紹介 ・学校のこと ・自分が考 えた話題)

・スポーツを話題 としたメール→返信(ス ポー ツ ・自分が考 えた話題)

・音楽 を話題 としたメール→返信(音 楽 ・自分が考えた話題)

・韓国の祝 日、祭 りを話題 とした メールー→返信(日 本 の祝 日、祭 り ・自分が考 えた話題)

・新たな友人の紹介 を話題 とした メール栂返信(自 分 の友入 ・自分 が考えた話題)

[教 科 書 に 沿 っ て 考 え ら れ る 課 題 例(2年)]

・Unitユ(ハ イ キ ン グ の お 誘 い メー ル)・Uliit2〔 ゴー・ル デ ン ウ ィ ー ク の 予 定 ・約 束 メ ー ル)

・Unit3(ア ン ケ ー トに 対 す る 回 答)lUnit4(ホ ー一・ム ス テ イ 中 の 友 人 か らの 相 談 メ ー ル)

・Unit5(時 事 に 関 す る 意 見 交 換 メー ル)・u:iit6(コ ン サ ー ト ・ク リス マ ス な どの 情 報 交 換 メー ル)

・Unil7(お 気 に 入 り映 画 に 関 す る交 換 メ ー ル)
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4指 導 内容 ・方法

授 業 にお ける返 信 メール 指導(20分 間)の 流れ

時 間 学習活動 生 徒 の 活 動 教 師 の 指 導

5分 R¢adh19 ・メ ー ル を 提 示(パ ソ コ ン ・模 造 紙 ・カ ー

ド ・パ ワ ー ポ イ ン トな ど1

・発 音 の確 認 ・読 み 取 りに 必 要 な絵 ・写 真 の提 示

・黙 読1回 → 挙手 → 音 読2回 ・教 師 が メ ー ル を ゆ っ く り と 発 音 す る
。

・読 み 取 った 主 な情 報 を メモす る。
、

・読 み 敵 りの観 点 をカー ドで 提示
〆 、

ユ5分 Wrhj119 ・個 人音 読数人 ・読 み 取 りポイ ン トを記 入 させ る
。 ワ

・返 信す べき 主なII青報 と話題 を メモす る
。 ・全 体 か ら個 入 への読 み 確 認 1

・返 信 メ ー ル の 作 成 ・返 信 ポイ ン トの確認 ク

・数 人 に よる板 書 発表 ・机 聞指 導 で質 問に答 え る
。 〉十 シ

・発 表文 の修 正 と他 の衷 現 につ い て ・発表 生 徒 を指 名(3人 程度)
1

意 見 を 出 し合 う。 ・生 徒 の表 現 につ いて 修 正案 や
ト

他 の表 現 を考 え させ る。
、!・修 正文 の音 読 ま た は書 き取 り ・発衷 文 の 添削 と音読 _

・宿 題 となる個 人 課題 の確認 ・個別 課題 の説 明

〈個 に対す る手 だて の例 〉

・十 分 満足 で き る → 返信 文 にお ける新 た な話 題 につ いて詳 しく書かせ る
。

・お お む ね満足 で きる吟 返信 文 にお ける誤 りを修 正 し
、 改 めて英 文 を書 かせ る。

・努 力 を要す る → 返信 文 として必 要な事 項 を記入 させ
、返信 文例 を書 き写 させ る。

〈全 体 に対す る手だて の例 〉

・多様 な表 現 を身 に付け させ る とともに、 「書 くこ と」 へ の動機 付 け を図 るた め、提 出 さ

れ た ワー クシー トの 中か ら良 い英 文 をま とめ、 暗記用 プ リン トと して配布 す る。

[授 業 で 使 用 し た メ ー ル 文 例]

1'mBob,

Arey。u血le?

Ipracticebasketballeveryday,

1,magoodbasketballplayer、

11ikeplayingbasketballΨerytnuch.

Wllatsportdoyoulike?

Pleasetenm巳ahoutit.

OnDecember24thIlmgoingtogo吐oJapan

withmyfainily.

Seeyou!

[お おむね澗足できる釈況と判断 した返信文の例コ

1'君.鮮 σd

`翫'而 レo,14yF
.mLrs。,ゴ 、

Mソho』 トソiおAレlsレ 創 諏1/・ 怖o .pt
o・yVrVt)

P{。 馬 し「A・.'eet』 ・FX'・ ・¢ワ(・ln・ 、

:t:w軌 ・1'†。T〔)ky・Oisneyin
ntil郎 寸w,ek.

Lzahd工 幅 日
。-gpod+'卿 .(hFLere♪

x{L軌 脚 脚
。竺 乱 迦 」魎 煽

蜘 、(ヱ慌 覧,儲 ㎝早1職野つ

【2年 授 業 プ リ ン ト 例 】

1.相 手 メー ル か らの情 報 を メモ しよ う!一
2,自 分 の メ ー ル に 載 せ た い 内 容 を メ モ し よ う1

(知 りた い こ と ・伝 え た い こ と ・他)

=　
コ繍

A:相 薫の話題に合 わせた返信内容
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!

〆
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…笠
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し
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B 畷馳鯵竺難飛 加貫
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[努 力を姜す る釈況 と判断 した生徒 に対する個別

躁題の例],一 ・
へ　リコヤち ロよ 　

　 ぎ

Iil

1,1つ ず つ 完 成 さ せ ま し ょ う!織:::::ll:1:litZ{i

()().

1'ni(),

Ilike()、

Iilnabi呂fanof(

ボ ブ へ

私 は ～ で す 。

私 は ～ が 好 き で す 。

),

私 は ～ の 大 フ ァ ン で す 。

Wlloisyourfavoritebaslcetba]1player?

あ な た は 誰 の フ ァ ン で す か 。

Sonleday,leVsgo()thegatlle!

い つ か 試 合 を 見 に い こ うね1

2.も う 一 度 、 き ち ん と 英 語 を 書 き 直 そ う1
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<事 例四 日記 を通 した家庭 学習 の指 導>

1活 動 名 日記

2活 動の ね らい

英文 日記 を書 き、 自分 の思 いや 考 えを 自由に表現 させ、 自分 の こ とを積極 的 に表 現で きる

能 力 を育 成 す る。 また その 内容 を発 展 させ るために トピ ックを与 え、 ウェ ビングの手法を用

い て、 ま とま った内容 の英 文 を表現 で きる能力 を育成す る,

3指 導内 容 ・方 法

「日記 の 書 き方」 を教 え、 ユ目で3文 程度 、1週 間で3日 程 度 、 日記 を書かせ る。

授 業 の始 め15分 程 度 を使 い、1回 につ き10名 程度 で 添削 し、 ファイ ル させ る。

《気 持 ち を よ く表 した 作 品 》

SaちJuly24

《内容 を しぼ っ た 作 品》

Mo叫Aug28ClearHot

Iwenttotlleco皿certofArasl廿in

Shinyokohamawi1hInyfriend.We

sangtheirsongstogetheT,

Iwasveryve巧1happy,

《時 間の流 れに 沿った作品》

S呂t,Aug28Cleaゆ 塀

In出emon並ngI5tudiedmat11,

111廿leaf吐enloonIpl日yedvideo

games.At血ghtIwa重chedTV.

Itwa5f㎜[,

「トピ ッ ク」 を与 え、 ウニ・ビングを行 い、英 文 を構成 し 日記 を書 かせ る。

授 業 の始 め15分 程 度 を使 い、1回 につ き10名 程度 で添 削 し、 フ ァイル させ る。

《自分 に 関す る作 品》 《学校行事 に関す る作 品》 《社会 事象 に関す る作 品》

ThUlsDec1,

Mydreamis10becomeasinger.

Ihave皿otchangedmydleam,

Ihopet1旧tmydreamco111estrue,

Su祀1y11

Thurs,Sep23Hot

IwellttoGilikakuji,Itwasbui】t

byAslUkagaYoshimasainthe

Muromachipcriod,Itwassi11叩le,

IWE皿ttogotllereagain,

Slln,De。4

Ithoughtoftlleearthquakein

Nigata.ltwa8veryse丘 。U窩,

Ioh正ycandofulldraising.Forjt,

In廿nklwillsave111。ney.

4指 導上 の 留意 点

(1)個 に対 す る手だて の例

十分 満 足 で きる → 自由 に発想 させ 、 よ り発展 的な 内容 を表 現 させ る。

おお む ね満 足で き る→ 模範 例文 か ら、 よ り自分 ら しい表 現 を工夫 させ る。

努 力 を 要す る →模範 例文 の一部 を替 え るこ とよ り始 め、ユ行 で も努力 を賞賛す る。

(2)家 庭 学 習が でき ない生 徒に は、 日本語 で言 わせ 、教 師が そ の英 文 を 書 き、写 させ る。

家庭 学 習 の習慣 が身 に付 いて いない生徒 には 、その場 で書 かせ る。

(3)意 欲 を持 続 させ るた めに、 ヒン トを与 え内容 に変化 を もたせ る。

5フ ィー ドバ ックの仕 方

作 品の 中 で模範 となる例 を紹 介 した り、共 通 して見 られ た 問違 い等 につ いて指摘す る。

《正 誤例》

懸 楠 轟 霧御衡筍篇鰯 葡罪 欝 τ1確磁 鰐蔽 鍔1
i』臓 班 賎勢)輩芭効L!墾 葛 聾葉射 甥聾覧ゐ!身L鵬 巴痩理覧___,_,」
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〈事 例V自 己表現 ノー トを活用 した家 庭学習 の指 導>

1活 動名 自己表現 ノ・・一一一トの活 用

2活 動 のね らい

「書 く こ と」 の表 現 の能力 を高 め るた めに は文法 事項 の理解 や練 習 を行 うだけで な く、 自

分 の考 えな どを書 くこ とが で きる よ うにす るこ とが大切 で あ る。 そ こで 「自己表現 ノー ト」

を作 り、新 出文 法事項 の 「文法 復習 プ リン ト」 と、 そ の文 法事 項 を使 って 実際 に 自分の思い

や 考 えを表 現 してみ る 「自己表 現プ リン ト」 の両方 に取 り組 ませ る。 また 、そ の内容 を授業

で 全体 に フ ィー ドバ ック し、多様 な英 語 の表 現や 発想 を生かす こ とがで き る よ うに工夫す る。

3指 導 内容 ・方 法

家庭学 習 と して次 の2種 類の プ リン トを行 い、 「自己表 現 ノー ト」 に添 付す る。

(1)文 法 復 習 プ リン ト

教科 書 の新 出文法 事項 の学 習が終 了 した 後 に文法 復習 プ リン トを配布 す る。提 出後 は教

員 が点 検 し、授 業 中 に返 却す る。 間 違い に閾 して は訂正 を加 え、返 却 した プ リン トを ノー

トの見 開 き左側 に張 らせ る。

(2)自 己表 現 プ リン ト

上記(1)の 終 了後 、 自己表 現プ リン トに 自己紹 介 な どの テー マ を示 し、文法復 習 プ リ

ン トで 学 習 した文 法事 項 を活 用 させ なが ら、英 文 を書かせ る。提 出後 は教 員 が点検 し、授

業 中に返 却す る。プ リン トには間違 いを訂正 す るだ けでな く必要 に応 じて コメン トをっ け、

別 の表現 が あれ ば例 として挙 げ る。返 却 され たプ リン トは ノー トの見 開 き右側 に張 らせ る。

<文 法 復 習 プ リ ン トと 自己 表 現 プ リン ト例>

1年 英語 文法の復習プリント(L6〔1])

㌔何)・ 噛

麟 鍮 農:::懸::讐虹
ビe_㈱ 霞蜘 漁四 ‡e.b..

ne....h鵬Ω罵 欝 雅1康
,阜1鉱鉱

鵬_枷 生磯 漁撫UL

樽 ・1縫 獄1量:撫
1:ie_1工 鱈 工ね,上1.on,ai血 α£

億a….b.o.us.e..jts.…wo,e.a .c.,.

漏 抑 浦
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4指 導上 の 留意 点

(Dテ ーマ 設 定 の英 文 作成 に関 しては、生 徒 が 書い た英 文 は内容 を重視 し、生徒 が英文 を書

く意欲 を失 うこ とが な い よ うに、 あま り細 か くチ ェ ック しす ぎな い よ うにす る。 た だ し、

新 出文 法 事 項 の 間違 い に関 して は、内容 に 関係 な く訂 正を加 え る。

(2)い か に継 続 的 に英 文 を書 くか が重 要 な の で 、 「3文 以上 書 い てみ よ う。」 とい う条件に

な ってい て も個 々の能 力 も考慮 し、1文 で も書 いて あれば 、その 意欲 を認 め る。

(3>全 く家 庭 学 習 を して こない生 徒 には、休 み 時 問や 放課後 を利 用 し、 個 に応 じた指 導を行

う。 ま た 、補 充教 室 と して勉 強会 も行 う.

5フ ィー ドバ ックの仕 方

(1)ノ ー一トの返 却 時 、復 習プ リン トについて は、 間違 いの多 か った 点 を指 摘す る。 また、 自

己表 現 プ リン トに関 しては、生徒 が書い た英文 を 口頭 で発表 した り、プ リン トで提示 す る。

そ の際 、摸 範 例 だ けで はな く、 間違い が多 か った点 につい て も指 摘す る。

(2)自 己紹介 な どで は、 ス ピー チ の一環 として 全員 の前 で発 表 させ る。 そ の際 、他の 生徒 は

聞いた英 文 の 内容 を簡 単 にメモ し、再度 英文 に直す。

(3)内 容 に よ り、小 グル ープで の発 表 を行 わせ る。

〈4>「 修 学旅 行 」 な どの行事 に関 わ る英 文や 「夏休 み の思い 出」 な どは、 清書 して全 員分、

校 内に掲示 し、それ を読 ませ て英語で感 想文 を書 かせ る。

<事 例 顎 チ ャ ンク を重 視 した家庭 学習の指 導>

1活 動 名 チ ャ ンク を重 視 した指 導 と家庭 学 習

2活 動 のね らい

「書 くこ と」 の表 現 の能 力 を高 めるには、英 語 の基 本 的な表現 を授 業 で身 に付 け させ るだけ

でな く、家庭 学習等 を通 して更 に定着 を図 って い く必 要 があ る。そのた め には、授業 の 中で、

単語 レベル で な く意 味 の あるかた ま りで あ る 「チ ャ ンク」 を重視 した指 導 を継 続 的 に行 うと

ともに、授 業 と家庭学 習 との連動 を図 る こ とに よ って、語句や 文 の効果 的 な定着 を図 る。

3指 導 内 容 ・方 法

指導 計 画例 〈授 業 中のチャ ンク練習 と家庭 学 習へ の流れ 〉

(1)次 の よ うな シー トを毎 レッス ン用意 し 口頭 練 習 を授 業で 行 う。

〈チ ャ ンクシー ト〉

蜘 確物掘卿
1私 は持 って い る 。

2そ のおもちゃ

3私 の鞄のなかに

4私 はそれが姐きです.

5と ても

6け んだまチャンピオン

11』 ロv¢

2thetoγ

LEsson4

3`nmybag

4工likeit申

5verymuch

鰭
口

6akendamacha巾pien

活 動 の注意 点

☆ リズ ム よ く練習 させ る。

☆ ペ アで繰 り返 し練 習 させ る。

☆机 間指 導 し一人 一 人の定 着

の状況 をみ る。

☆ い くっ で きた か確 認 し、表

に記入 させ る、
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(2)授 業 の最 後 に 二つ の家 庭学 習課題 を指 示す る。

ア チ ャ ン ク シー トの内容 を言 った り、 書い た りで き るよ うにす るこ と、,

イ チ ャ ン ク シー トの中 の表 現 を使 って英 文 を書 いて くる こと。

※課題 は次 回 の授 業で 回収 、確認 テ ス トと ともに点検 しす ぐに フ ィー ドバ ックす る。

〈家 庭学 習 課 題例〉

先生は
ラーメンが好
皆ll

o

(3)次 回 の授 業 の最初 に課題 を回収す る.ま た確 認 のテ ス トを行 う。

(確 認 テ ス ト例 〉

1チ糟 処 自己表現でカをつけよう目lN。.4

(チ ヤンクー)』 年 組()氏 名

①とても ② 私は… が好き

■

③ 私は'"を持'ている・ 回 こ醸 をいれて)(自 己腹現
～_)

_…_鵬 譲 甑
又 ノ

4指 導上 の 留意 点

(1)チ ャ ンク シー トには、必 ず各課 ご とのポイ ン トにな る表現 を入れ る。

(2)家 庭 学習 課題 には本 時で学習 したチ ャン クの表現 が必ず 入 る よ うに し、生 徒 がそれ を使

って 自己表 現 で きる よ うに工夫す る。

5フ ィー ドバ ック の仕方

(1)家 庭 学習 課題 や確 認 テス トの結 果 を見 て、次 の授業 の始 めに、 共通 した 間違 いはす ぐに

フ ィー ドバ ック し、個 々 の生徒の 指導 に役 立 て る。

(2)各 課 ご とに、 い くっ かの既習表 現 を組 み合 わせ て、 ま とまoた 文 章 を書かせ る。 工夫 さ

れ てい るも のは英語科 通信 等で フ ィー ドバ ック し、生徒 の意欲 を喚起 す る。 また、定 期 的

に学習教 室 を放課 後 開 き、個 々の生徒 を指導 す る。
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V研 究 の 成 果 と 課 題

く 「書 〈こと」 の領 域 と他 の領 域 との 関連 を図 った指 導 の工 夫>

1成 果

O「 書 くこと」 と 「聞 くこと」 との言 語活 動 を関連 させた指 導

聞き取 った 文 を作文 に使 お うとす るので 、文 中 の基本 文の 定着 が進 ん だ。 また 、状況設 定

をす る と、 自由に英文 を書 くこ とへ の抵 抗感 が 減 り、既 習 の表現 を使 って 自分 の考 えを表 現

しよ うとす る意欲 が高 まった。 生徒 に 「書 きた い」 とい う気 持 ち を もた せ るた めに行 った、

〈聞 き手 が どの よ うな 立場 〉で く誰 に 書 くの か 〉とい う場面 や状 況 の設 定 は有 効で あ った、

0「 書 くこと」 と 「読 む こと」 との言 語 活動 を 関連 させ た指導

回数 を重ね るにっれ 、ま とま りの あ る文 を書 くこ とに慣れ 、豊 か な文 の構成 が でき るよ う

にな って きた.特 に、共通 のメール 文 を全体 に提示 し、事前 に返 事 を書 く際に参考 となる表

現や ヒン トを示 した こ とは、 自分 の思 いや 考 え等 を表現す る のに有 効 で あった、

2課 題

O「 書 くこ と」 と 「聞 くこ と」 との言語 活動 を関連 させ た指 導

生 徒 の意欲 を維持 す るた めに は、 「正確 さ」 だ けに と らわれ る こ とな く、いか に ワー クシ

ー トの内容 を添 削す るかが課題 で あ る
。 また 、提示 した英文 を正 確 に 聞 き取 るこ とが 前提 と

な るので、教 科 書本文 の 内容 や既 習 の文法事 項 との関連 付 け を図 る と ともに、段階 を追って

継続 的 に行 え る指 導計 画 を作成 す る こ とが必 要 で ある。

O「 書 くこ と」 と 「読 む こ と」 との 言語 活動 を関連 させ た指 導

十分 な指導 時 間 の確 保 と多様 な支援 方法 の確 立 が課題 で あ る。 個 に応 じた 「書 くこ と」 の

指 導 を充 実 させ るた めに は、時 間をか け て継 続 的 な指 導 を行 うと とともに 、段 階 を踏 まえた

適 切 でわか りやす い支援 を繰 り返す必 要 が あ る。

〈r書 くこと」 の表現 の能 力 を高 め る家庭学 習 とその 指 導 の工夫>

1成 果

O日 記 を通 した家 庭学 習の指導

日記 を継続 す るこ とに よって、 自分 の思 いや 言 いたい こ とを様 々 工夫 して表 現 をす るよ う

にな って きた。 ま た、 「書 くこ と」 が苦 手で あ った 生徒 も、模 範例 文 の表 現 を入れ替 える こ

とに よって 、表 現す る こ とがで きる よ うにな って きた。

O自 己表現 ノー トを活用 した家庭 学習 の指 導

自己表 現 ノー トを活用 して学習 す る こ とで 学習意欲 が向上 し、文法 事項 の理解 の定着 と文

章 表現力(書 くカ)の 向上 にっ なが った。 書 くこ とに慣 れて くる と、 自主 的にい ろい ろな表

現 を活用 す る よ うにな り、 内容 の あ る英 文 を書 け るよ うにな った。

0チ ャ ンク を重視 した家庭学 習の指 導

チ ャ ンク シー トを使 った練 習 に よ り、 リズ ム よ く効 果的 に語句 や文 な どの定着 を図 るこ と

が で きた.ま た 、チ ャンクの部分 が 固定 して い るので間違い も少 な か った。授 業 と家庭学 習

の 連動 で書 くこ とが 習慣付 け され 、 「書 くこ と」 の表現 の能力 が向上 した。

2課 題

「書 く こ と」へ の意欲 の 向上 に向 け、 添削 を行 う際 に個 に応 じた支 援 を どの よ うに進 める

か 、また、家庭 学習 にお ける 「書 くこ と」へ の動機 付け をどの よ うに図 るかかが 課題 で ある。
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